
   
記 者 発 表 

発 表 日 令和７年 ５月１２日 

 
発 表 者

国土交通省中国地方整備局

岡山河川事務所 

同時発表先：岡山県政記者クラブ、倉敷記者クラブ 

 

高梁川酒津・清音地区河川改修事業着工式を開催 
～第一期改修工事の完成から 100 年、さらに安全・安心な高梁川に～ 

 

国土交通省では、倉敷市街地を水害から守るために『倉敷市街地の安全・安心、

文化を次世代へ繋ぐ高梁川酒津地区堤防強化・笠井堰改築事業』として、令和７年

度から概ね１０年間で事業費約２１０億円の重点投資による堤防整備・堤防強化等

の河川整備を実施します。 

また、平成３０年７月豪雨により浸水被害が発生した総社市清音地区においても、

令和７年度から再度災害の防止・軽減に向けた堤防整備に着手します。 

この高梁川酒津・清音地区河川改修事業をはじめるにあたり、次のとおり着工式

を開催しますので、お知らせします。 

 

【式典について】 

名 称 ： 高梁川酒津・清音地区河川改修事業着工式 

日 時 ： 令和７年５月１８日（日）１０：３０～  （受付開始 ９：５０～） 

場 所 ： 倉敷市水江（高梁川左岸高水敷〔倉敷大橋付近〕／別紙－１参照） 

主 催 ： 中国地方整備局岡山河川事務所 

内 容 ： 別紙－２参照 

 

【取材について】 

取材を希望される報道機関の方は、別紙－３「取材申込書」により令和７年５月

１４日（水）までに申込みをお願いします。 

会場収容人数の関係で、取材人数を制限させていただく場合がありますので、

ご了承ください。 

 
 

【問い合わせ先】 

国土交通省 中国地方整備局 岡山河川事務所 

電話 ０８６－２２３－５１０１（代表） 

【式典について】 副所長 大窪
おおくぼ

 ひとみ   総務課長  松浦
まつうら

 輝
てる

昌
まさ

 

【事業について】 副所長 大知
お お ち

 寿
ひさ

徳
のり

    工務課長  西山
にしやま

 徹
とおる

 

 



式典会場・駐車場案内図

航空写真データは地理院地図を使用
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至 総社市清音

倉敷駅

酒津公園

地図データは地理院地図を使用

式典会場・駐車場（高梁川高水敷）
※駐車場では、係員が誘導します。

式典会場・駐車場への経路

※堤防入口側の坂路ではガードマンが、
駐車場では係員がそれぞれ誘導します。

式典会場・駐車場への経路
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式  次  第 

高梁川酒津・清音地区河川改修事業着工式 
～第一期改修工事の完成から100年、さらに安全・安心な高梁川に～ 

 

 

１０：３０～  【第一部  式  典】 

 

一、 開式のことば 

一、 挨拶 

一、 来賓祝辞 

一、 来賓紹介 

一、 祝電披露 

一、 事業概要説明 

一、 鍬入れ 

一、 閉式のことば 

 

 

１１：３０頃～  【第二部  記念イベント （備中神楽）】 

 

 

 

 

 

※第一期改修工事とは 

高梁川は、江戸時代から明治時代にかけては、東西２つの流れに分かれており、水害が

度々発生していました。明治２５、２６年（１８９２、１８９３年）の大洪水を契機に、高梁川の流れ

を現在の位置に一本化するため大規模な治水工事を行い、今から１００年前の大正１４年

（１９２５年）に完成しました。 

 

※記念イベント（備中神楽） 

備中神楽は、郷土芸能として備中地方に定着してきました。その文化的価値が高く評価

され、昭和５４年には国の重要無形民俗文化財に指定されています。 

当日は、備中神楽成羽保存会、備中神楽上房社、倉敷備中神楽伝承道場（子供神楽）等

の方々による「備中神楽」を予定しています。 

 

 



＜申し込み先＞

　　　　岡山河川事務所　総務課　あて

ＦＡＸ

＜記載事項＞

： ０８６－２２２－７８３５

１．報 道 機 関 名　：

２．来場予定者名　：

３．連　　 絡　　 先　： 〔TEL〕　　　　　　　－　　　　　　　　－

　　　　　　　　　　　〔e-mail〕　　　　　　　　　　　＠

４．来　場　人　数　 ：　　　　　　　　　　名　、駐車　　　　　　　　　台

※１．駐車場では、係員が駐車場所を案内します。

※２．当日は、式典会場の「報道関係受付」にて受付をお願いします。

取材申込書

下記事項をご記入のうえ、メールまたはＦＡＸでお申し込みください。

申込は、５月１４日（水）１７：００までにお願いします。

メール ： okakawa@cgr.mlit.go.jp

別紙－３


